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來
印
度
へ
の
航
海
は
著
し
く
國
內

困
な
る
幾
爹
棼
婦
»
兒
の
類
を
し
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年
々
東
印
度
に
向
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つ
て
拔
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す
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易
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他
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む
る
の
み
な
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ず
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穸
の
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も
、然
も
入
は
彼
等
が
恙
な
く
歸
ま
し
來
る
を
見
る
と
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於
け
る
吾
が
質
易
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運
を
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鐵
し
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ゆ
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凶
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度
贸
易
ほ
彼
等
冒
險
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に
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凡
を
如
何
な
る
國
家
た
る
ど
を
問
は
ず
一
般
國

K

を
給
養
撫
育
す
ず
き
は
當
然
の
こ
ど
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り
、而
し
て
之
れ
彼
等
國
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が
其

-.國
內
に
居
住
せ
る
間
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ら
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己
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爲
め
國
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の
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益
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爲
め
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遠
く
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鄕
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航
し
つ
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あ
る
際
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亦
其
然
る
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く
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國
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來
印
度
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つ
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す
る
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舶
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め
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備
す
る
食

- 

家

n
mは
凡
を
十
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す
る
に
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常
せ
る
も
の

«

る
こ
ど
は
世
人
の
熱
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す
る
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ヶ
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な
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瀕
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成
す
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ず
併
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て
彼
等
を
支
持
給
褰
せ
ん
ビ
努
む
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の
に
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て
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:
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齊
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を
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ゆ
る
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海
員
を
養

成
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る
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實
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數

を
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少

せ

し

む

る

も
の

な
う
ど
爲
せ
ざ
も
啻

R

東
印
度
船
隊
の
み
な
ら
ず
、英
國
は
有
史
以
來
未
だ
曾
て
今
日
の
如
く 

多
數
の
船
舶
を
有
し
た
る
こ
ご
、な
き
に
拘
ら
ず
、然

も

其

1

隻
ど
雖
も
海
員
觖
乏
の
爲
め
に
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し
く
故
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泊
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る
の
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を
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の

死
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が
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め
に
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々
少
な
く
も
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の
國
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を
養
成
し
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つ
、
.
わ
6

、而
し
て
彼
等
の
多
數
は
孰
れ
も
斯
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し
て
其
適
當
な

.

る
職
務
を
得
る
に
至
る
ま
で
は
國
家
社
會

S

大
な
'る
負
擔
を
蒙
ら
し
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つ 
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し
も
の
な
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僅
少
な

る

死
亡
數
を
以
て
同
會
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重
す
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大
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績
を
沒
却
す
可 
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說
の

.

傅
ふ
る
が
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く
人
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始
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爲
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に
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れ
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办
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海
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時
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縮
せ
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れ
て
一
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死
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率
の
減
少
に
資
す
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爲
れ
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云
々

ビ
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で
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g

は
東
印
度
賀
易
が
此
國
に
於
け
る
船
舶
及
び
他
の
通
商

を
破
壤
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
却
つ
て
等
し
く
兩
者
を
增
加
し
來
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た
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事
實
を
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せ
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近
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激
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せ
ら
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至
れ
る
な
う
。然
れ
ど
も
最
近
に
於
け

‘
る

同
國
ビ
の
條
約
締
結
は
旋
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去
の
掼
失
を
償
つ
て
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あ
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に
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ら
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こ
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し
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璣
ひ
來
れ
る
不
幸
な
る
事
變
に
起
因
せ
る
も
の
な

P
O
0
し
て
11

に
一
層
此
點
を
叨
確

な
ら 

し
め
ん
が
爲
め
に
從
來
英
國
人
が
，東
印
度
に
於
て
遂
行
し
來
&
た
る
事
業
の
狀
能
を
ー
言
せ 

ん
1:

先
つ
該
贸
易
阱

^

の
^

时
.

ょ
6

昨
一
千
六

1|

ニ
十
年
七
月
に
至
る
の
間
に
彼
&
に
眨
逛 

せ，ら
れ
た
る
商
船
七
十
九
狻

ct
>

り
'而
し
て
其
內
三
十
西
隻
は
貨
物
を
滿
璐
し
て
無
歌
歸
航
し 

四
隻
は
久
し
く
印
度
の
各
潘
問
を
往
來
す
る
間
に
栲
廢
し

*

ー
隻
は
彼
地
に
於
て
手
义
れ
に

i

 

倒
せ
ら
れ
、六
隻
は
雛
破
し
、十
ニ
隻
は
和
蘭
人
の
製
擊
す
る
所
ビ
爲
ぅ
而
し
て
ニ
十

1

狻
の
&

 

船
は
何
ほ
印
度
に
殘
怊
せ
々
。次
に
通
商
開
始
以
來
來
印
度
に
送
傭
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
及
び
貨 

物
.

の
»

如
何
ど
云
ふ
に
外

pi

貨
幣
五
十
四
萬
八
千
〇
九
十
磅
、內
外

'«

物
ニ
十
九
_黹
ニ

千
ニ
耳

八
十
六
®
合
計
八
十
ニ
黹
三
西
七
十
六
磅
に
達
せ
ぅ
。而
し
て

.
三
.
5

千
〇
七
十
九
磅
は
難
破

せ
る
商
船
ど
典
に
失
は
れ
た
る
も
安
全
に
本
國
に
歸
航
し
た
る
三
十
四
艘
は
各
.種の
商
品
三 

十

五
萬
六
千
一
一
再
八
十
八
磅
を

.

積
璐
せ
り
、而
し
て
該
貨
物
は
此
地
に
於
て
纏
て
西
九
十
一

萬 

^

千
3:

疋
»

の
^

#

を
^

じ
た
.

$

^ |

に
近
く
當
地
に
歸
來
す
可
き
も
の
，四
十
八
興
四
千
〇
八 

十
九
磅

?>
ぅ
而
し
て
和
蘭

^

V
J

の
紛
亂
に
基

く

.

掼
失
も
凡
そ
八
落
四
.千

G

八
十
八
磅
の
端
數 

&

上
に
出
づ
る
こ
ど
な
か
る
可
き
を
以
て
之
を
控
除
す
る
も
.銜
ほ
四
十
海
磅
の
殘
高
存
印
す

可
§

を
確

€

す
。由
楚
觀
之
：：航

路

發

見

の

S

用
、海
上
に
於
け
る

.

危
.

險
、和
蘭

-

<

0

隙
«
等
重
大
な 

る
支
出
を
敢
て
せ
る
に
拘
ら
ず
ノ
國
家
は
之
に
ょ

h

て
其

富
力

を
增
大
す
る
こ
ビ
颇
る
多
き
を 

認
め
ざ
，る
可
ら
す

^

で
g

目
は
英
土
間
に
於
け
る
航
海
及
び
實
易
の
衰
頹
を
說
く
者
に
對
へ 

て
土
邛
古
贸
易
に
從
事
す
る
も
の
は
苽
印
度
質
易
创
始
以
前
に
比
し
少
な
く
も
三
分
の
一
の 

割
合
を
以
て
英
國
趦
織
物
の
版
路
を
擗
張
し
之
に
使
用
せ
ら
る

 

>
船
舶
亦
日
今
新
造
せ
ら
れ 

て、其
數
を
增
加
し
つ

>

p
ク

ビ

謂
ひ
、
f

e

f

英
，吉
利
胤
に
於
け
ハ
る
.擎
料
及
藍
の
交
易
凋
落
せ 

る
の

^

實
は
之
を
認
容
す
る
も
然
も
國
家
は
他
の
方
而
に
於
て
一
層
布
利
な
る
通
商
に

11
1

6

.
 

.て
之
を
補

偾

し

得

る

の
事
實
を
擧
げ
て
之
に
答
へ
、生
糸
の
如
き
も
之
を

A
i
e
p
p
o

ょ
ぅ
輸
入
す 

る
を
廢
し
波
斯
灣
に
於
て
膦
入
す
る
時
は
從
前

の
三
分

の
ニ
の

貨
幣
を
以
て
足
る

可
く
、加之 

土
邳
古

R -
於
け
る
菩
が
輸
出
品
に
對
す
る
代
價
の
支
拂

は
吾
國
に
輸
入
せ

ら
る
可

&
貨
物
を 

見
出
す

こV」

能
は

ざ
る
に
免
る
が
故
に
現
金
を
以
て
支
柳
は
る
可
き
こ
ど
疑
ふ
可
く
も
あ
ら 

V

T

O

M

ち
東

PI
1
-

M

贸
為
は
他
の
交

J4

、船
舶
並
に
海
鱗
を
掼
傷
す

る
こ

S
な
く
し
て
能

く
國

家

の
 

利
益
を
增
避
し
得
可
き
こ
ど
確
然
た
る
も
の
あ
る
も

、
*

だ
最
近
三
ヶ
年
問
に
於
け
る
和
蘭
ビ 

の
讲

0

の
爲

め
に

朿
印
度
航
路
の
船
舶
は
孰
れ
'も
彼
地

に
^
留
し
て
典
即
に
歸
航
す
る
も
の

饬
九
怨

(

ニ
ー
K 9

七

)

諭

說

ト

ー
マ
ス
i :
f

こ
其
の
時
代
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號 

四
ミ



: 

’
.
-
-'
.
H
v
u
:
:
修
y-
i
k-
!
;
.-;
-
-
-
.
.

='
:

一-.

m
F

i

l

一一，一一

.

.
^

^

S

8

8

8

8

激

九
#

.

.

. 

(

r

.

i

四

八
}
 

. 

說
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ト
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ヤ
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ス
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マ

ゾ
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の

，時
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龄

十

'
.
マ
號
 

四

洌

M

に
五
隻
の

y >
に
過
ぎ
ざ

6
,し
事
實
は
深
く
時
人
を
憂
惧
せ
し
め
て
結
局
東
印
度
贸
易
典

^

. 

の
利
益
を
も
疑
は
し
む
る
に
至

6
し
な

ぅ
。然
れ

ど

も
今
や
和
蘭
？
の
平
和
は

0

0

せ
ら
れ
た 

り
#

人
は
旋
て
近
き
將
來
に
於
て

•該
贸
易
が
斷

1

す

〗

莴
噸
の
船
舶
を

使

用

し

以

て

彼
我
の 

間
を

往
復
せ

し
‘め或
は

彼

地
に
在
留
せ
し
め
、少
な
く
も

ニ

千
五
W

の
海
員
を
之
に
使

M

し
、
&

ぃ
等
船
舶
の
建
逍
修
織

0

爲
め
に
國
肉
に
は
五
百
の
固
民
に
職
業
を
與
へ
而
し
て
該
質
易
を
遂 

朽
す
ろ
が
爲
め
に
多
數
の
役
員
及
び
約
吞
ご
十
の
代
理
商
を
遛
く
に
至

‘

る
可
き
を
信
じ
て

®

は
ざ
る
な
ぅ
ビ
說
け
$
。次
で
彼
は
往
々
世
上
に
誤
傅
せ
ら
る

>如
ぐ
東
印
度
贸
易
は
國
內
に

«

於
け
る
無
隹
の
窮

K

を
*

加
す
る
も
の
に

CP

ら
ず
、却
つ
て
彼
等
參
職
業
を
與
へ
慈
善
を
施
し 

以
て
之
を
救
濟
抉
持
し
つ

V

あ
る
を
主
張
せ
ん

€

す
[1
.

書
四
*

»

:

^

ーーー
S

C

 

.

彼
日
く
藤
婦

.

孤
兒
の
困
窮
は
洵
に
，燜
む
可

&

こ
S

に
し
て
常
に

.

敬
虔
な
る
參
督
敎
徒
の

&

 

胸
を
動
か
し
て
慈
善
施
行
の
爲
め
に
其
餘
財

.

を
投
せ
し
む
各
所
以
な
れ
ど
も
^
も
此
困
窮
を 

极
本
的
に
救
濟
し
盡
す
は

@

亿
.

至
雛
の
業
た

.

る
の
み
な

&

ず
、全
然
不
可
能
事
に
屬
す
る
な

0

。

Ki

變
炎
禍
は
恒
に
菩
人
々
類
に

■

伴
し
て

‘

離
れ
ざ
る
所

.

の
も
の
な
る
が
.之
れ
以
外
に
吾
人
は 

幾
多
，
.

の
人
々
が
日
々
自
暴
自
棄
询
に
我
ど
菩
が
身

^

芭
難
の
渦
中
に
役
じ
.つ

 

>

わ

ん

を

目

«

i

a

i

i

i

i

i

i

^

B

 

■ 

. 

•

I

疆
靡
寧
嘗

,
i
 >

m

レh

-

す
る

な
.
b

。斯
{

て
，隹
己
の
生

.

|

:

を
維
.

持
し
妻
子
を
找

«

す

.る

に
足
る
可

.

ぎ

收

入

技
術
.

を
.有ぜ 

ざ
る
も
の
は
或
は
克
己
心
缺
乏
の
爲
め
に
狂
暴
な
る
生
涯
を
送
り
て
其
死
を
速
め
、或
は
自
己 

の
資
任

を

知
悉
し
て
糊
口
の
資
を

'

得
ん
が
爲
め
.に
正
業
を
求
む

る

も
、之
を
得
る
こ

、 y
j

容
為
の 

業
に
非
ず
、勢

a

窮
乏
の
燒
に
陷
ら
ざ
，る
を
得
ず
。然
る
に
苽
印
度
會
祉
は
他
の
外
國
航
路
が
-孰 

れ
も
無

&

驗

の
者
.

を
似
ー
雁
1

る
.

こ

^

.

な
き
^

反
し
幾
.

多
の
贫
窮
な

' 

る
.

新
來
者
:?
e

...收

容

する

を
 

思
&

ず
。他

の

慈
. «

の
扉
が
‘
悉

く鎖

さ

れ

つ

.
、

わ

る場
合
に

獨
 

>

 

東
印
，
'

度
.

會
11
:

は
廣
く
其
§

:
戶 

を
關
放
し
て
窮
民
を
迎
へ
、豫
め
一

一

ヶ
月
分
の
給
料
を
交
付
し
て

M

海
に
.必
要
な
る
準
備
を
爲 

さ
し
め
、

彼
等

の
不
在
に
際
し
て
は
興
妻
女
を
抉
持
す
る
が
爲
め
に
年
々
の
勸
務
に
對
し
诞
に 

ニ
ヶ

月

分
の
給
料
を

.

支
：泖
ひ
、而
し
て
，若
し
航
海
巾
に
夫
の
死
亡

.

し
た
る
時
は
彼
|
.
ら
特
殊
の 

處
分
法
を
遺
言
し
た
る
場
合
を
除
き
、妻
は
邦
夫
の
權
利
_に
爾
す
可
き
も
の
一
切
を
愛
く
る
こ 

?

 

> 

な

る

な

-
^
。
加

之

 

—
B
l
a
c
k
e
l
w
a
l
l
,

 

l
i
m
e
l
h
c
u
s
e
,

 

R
a
t
c
l
i
f
f
e
,

 

S
h
a
d
w
e
l
i

 

及
び
l.'

-
w
a
p
p
l
n
p-

の
游
爻
次 

屢

々
東
印
度

.

會
f

t

ょ
り
施
行
を
受

け

、彼
等
の
子
女
は
塡
絮
の
擇
分
け
其

他

そ

れ

ぞ
れ
の
年
齡 

カ
1

に
相
當
せ
る
勞
働
を
授
け
&.る

 

>

な
ど
、從
來
同
會
社
の
行
ひ
來
人
た
る
慈

'

善
事

.■業
其
餘 

猶
？
ほ
多
し
而
し
て
同
會
社
は

其

利
益
少
な
く
、商
運
拙
な
き
秋

'

に

際

レ

て

'
も

忠

實

に

ネ

を

行

ひ
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ニ
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說

ト
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マ
ゾ
と
其
の
時
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笫
十1

號 

四
六 

つ
、
6

る
な
り
云
々
ビ
。最
後
に

M
u
n

は
土
耳
古
及
び

L
i
x
b
o
r
n
e

よ
う
勝
入
し
れ
る
當
'時
に
比
し 

赉
料
及
び
藍
の
み
に
就
き
て
去
.ふ
も
國
家
は
年
々
約
七
萬
五
千
磅
を
節
約
し
得
る
の
事
實
を 

明
示
し
て
苽
印

.

度
質
易
開
始
以
俞
の
昔
時

^

較
べ
て
是
等
の
貨
物
は

0

下
英
國
に
於
て
毫
末 

も
低
廉
な
る
こ

(£
;

な
し
^

思
惝
す
る
時
人
の
妄
想
を
打
破
せ
ん
ビ
せ
う

(

同
書
四

十

三_

五
驾 

昔
は
往
々
に
し
て
胡
椒

1

封
度
に
對
し
六
志
若
し
く
は

«

以
上
を
支
拂
ひ
れ
る
；
ヾ

」

わ
う
、
 

如
何
に
低
廉
な
る
も
三
志
六
片
以
下
に
降
る

こ

ヾ

」

殆

ど

絕

無

な
り
し
が
、典
直
馆
に
印
度
よ
う 

輸
入
せ
ら
る
、
に

：

免
K

y

て
後
は
通
常
其
價
袼
十
六
片
乃
至
ニ
志
の
間
を
上
下
す
る
に
過
ぎ
ざ 

る
は
蓋
し
巍
ひ
な
き

rr

な
る
が
页
に

這

個
の
消
息
を
明

0
な
ら
し
む
る
が
爲
め
に
從
前
土
邳 

古
及
び

l
i
x
b
o
r
n
e

よ
6

香
料
及
び
藍
を
購
入
し
杧
る
當
時
に
於
け
ナ
其
最
低
の
賣
惯
並
に
英 

國
：S

に
於
け
る

#

年
の
消
«
高
を
以
て
直
接
之
を
艰
印
度
よ
り
輸
大
す
る
現
時
の
通
常
惯
格 

ビ
對
照
せ
ん
に
、先
づ
土
耳
古
よ

i

輸
入
す
る
場
合
に
は

品

目
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ビ
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責
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赞
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蔻
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合 

訃

大 
e
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o

0
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0
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志
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0

片
 

三、六

0

〇
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0
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2£

ニ
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五
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0

片
 

八
1
V
.
五〇〇磅

0

〇忠
0

0

片

R

近
Ir
i

に
至
6

同
種
同
量
の
貨
物
は
當
地
に
於
て
通
常
左
の
如
き
價
格
を
以
て 

>

こ

ビ

>
爲

れ

らC

H

H
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i
l
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膝
〇
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1
5

八
片

1
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g
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ニ
〇
rr

六
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六
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〇
片 

ニ
忠
o
六
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五
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〇
0
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四
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〇
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紂
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四
〇
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0〇
〇
封
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ニ
〇
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〇
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〇
封
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1

六
0
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〇
〇
0
封
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一
五
c
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〇
封
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六
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〇
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磅
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〇
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〇
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ニ
？

0
〇
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〇
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0
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三
七
0
〇
0
〇
磅
0

0
忠
0

0
斤 

1

〇
八
®
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1

三
三
磅
〇
六
志
〇
八
片

切
ち
來
印
度
贸
易
は

m

R

否

料

及
び
藍
の
み
に

就
き
て

謂
ふ

も
此
國
を
し
て
能
く
«
乍
七
海 

四
千

九
西
六
十
六
磅
十
三

志
四
片
の
節
約
を
得
せ
し
む
る
も
の
に
し
て
、斯
く
て
年
々

.

節
^>

し 

.得

た

る

金

额

の

約

四分
の

1

に
も
足
ら

-

ざ
る

」

萬

八
.千
磅
を
以
て
吾
人
は
餞
に
印
度
に
泠
て 

我
國

一

ヶ
年
の

消
费

高
に
相
應

す
る

以
上
■各
種
貨
物
の

總
量
を
購
入
す
る
こ
も
を
得
可
し
、而

婼

プ

各
2

ニ

而

ー)

論

說

ト
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マ
X
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マ
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當
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條
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加
せ
し
む
可
き
方 

法
に
就
き
て
論
じ
た
支
同
書
十

1

丨
四
頁

)

。國
家
は
鷗

る

他
國
民
ょ

i

受
理
し
れ
る
贈
與
又
は 

彼
等
ょ
ぅ
收
得
し
た
る
購
入
品
忙
依
り
て
其
富
を
增
大
す
，る

 

>」

e

6

る

可

し

*

も
、然
も
是 

等
は
何
れ
も
不
確
定
の
も
の
に

し

，て

興

偶
々
生
じ
た

る

®

合
に
於
て
も
極
め
て
些
細
の
も
の 

た

る

に

，過

ぎ

ず

。然

れ

ば

國

家

に

取

.C
N

て
致
富
增
貨

.

の
常
®

ど
獠
做
さ
る
可
き
も
.の
は
外
國
貿

r , .k

易
な
^

^

於
蟲
#

.

罟
人
.

は
吾
人
が
：
\

外
國
品

"

を
消
孩
す
る
價
値
以
土

'

ド
#

:

年
外
國

.

x

tt
:

賣
：却
を
行 

ふ
可
-

し

5
0

の
法
則
を
常
に
遵
奉
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る

■

な
^

\
。

T
K
e
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l
&
c
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o
f

 

o
u
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o
r
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r
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i
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t
h
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R
u
l
e

 

o
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o
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T
r
e
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u
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な
る
文
字
は

M
u
n

が
此
書
の
別
名

^

し
て
添
加
し
た
る
所
に
し
て
、其 

第
六
版

(
一

千
七

15
'
五
十
五
年

J
T
H
3

0

0

行
し
た
る

G
l
a
s
g
o
w

版)

を
所
藏
し
た
る

>

a,
a

m
 

S
m
i
t
h

 

が
興
太
著
の
第
四
編
第
一
章
に
於
て

『

啻
に
英
國
の
み
な

&

ず
泠
く
他
の
商
業
國
に
於
け
る
經 

濟

I

學
の
极
本
的
格
言

W

爲
れ
る
も
の
な

i

s

の
言
を
作
さ
し
め
れ
る
所
な
ち
梁
し
て
然
ら
ば 

答
が
貨
物
の
輸
出
を
增
加
し
外
國
品
に
對
す
る
吾
が
消

#

を
減
少
せ
し
む
可
き
特
殊
の
手

®

 

方
法
如
何
ど
は

M
u
n

が
次
で
硏
究
せ
ん

S

し
た
る
問
題
な

1
IF

3

9
.
.
-
 ̂
I

三
十
H

.

凡
を
外
國
貨
物
の
供
給
を
取
得
す
可
き

.1

國
の
收
入
恭
し

_

は
資
本
は
之
を
自
然
的
及
.び 

人
爲
的
の
ニ
潘
に
分
つ
て
考
ふ
る
こ
ビ
を

#

可
し
。®
然
的
富
は
外
人
に
輸
出
す
る
が
爲
め
に 

:

舍
人
自
身
の
使
用
及
び

*

要
ょ
，
&

節
約
し
得
可
き
範
幽
に
限

&

る
、人
爲
的
の
當
は
：吾
が
工
業 

品
及
び

.®
!

際
的
商
業
に

‘

由
ぅ
て
取
得
し
れ
る
外
國

.

貨
物
な
ぅ
。吾
が
解
土
は
夫
衷
颇
る
：厚
し
ミ 

雛
.

名
然
も
樹

.

ほ
無
限
に
存
在
す
る
荒
養
地
を
開
柘
し
て
挺
に
之
を
增
一
大
し
毫
も
他
の
耕

#

0 

te
.

於
け
る
現
今
の
收
入
を
減
少
せ
し
む
る
こ
マ

j

な
く
、却
，つ

r

之
に
依

4

吾
人
が
@
下
外
國

,

k

九
骀

(
T
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ト
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マ
ス
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マ

ゾ

と

，其

の

時

代

 

：
第

十
5

 

六

〇

人
ょ
ぅ
購
入
レ

.

つ
：、
ぁ
'
:

る
*

麻
®

麻
'

繩
索
、煙
草
.

等
.

の
«

給
を
自

&

«

.

ひ
，，て
^

輸
入
を
防
：退
す
，
 

る
の
用
に
供
す
る
を
得
可
し
。現

.

代
：に
，於

^

:

.

る

奢

：侈

の

風'
潮
，に
#

ひ
で
著
し
く
激
瑜
し

*

p

fc 

る
外
國
.品
の
過
度
の
消
费
を
戒
む

る

時
は
吾
人
は
又
我
が
輸
入
を
：減
少
す
る
こ
ど
.を
得
可
し

f
 

諸
外
國
に
於
け
る
が
如
く
蓊
侈
禁

ih

法
の
遵
奉
を
强
制
し
或
は
自
國
の
：製
造
品
を

®

用
す
Hr
, 

き
を
命
分
せ
ば
是
に
由
卜
て

.

直
接
の
禁
止
を
行
.ふ

こ

ビ
な
く
互
商
上
外
入
の
感
情
を
寄
す
る

. 

こ
ビ
な
く
し
て
徙
く
外
國
商
品
の
流
入

.

を
制
止
す

.

る
を
得
可

|

き
か
#

人
は
®

が
輸
出
資
易

R

 

際

し

眾

に

.
_
己
の
過
剩
品
の

み
に
着
眼
す

る
に
止
ら

ず
。併
せ

て
®

^

隣
邦
の
必
要
品
を
注

^

 

す
る

を
忘
る
可

&

す
。
斯

く
て
彼
等
に

取
6

て
必
須
缺
く

可
ら
ざ
る

貨
物
に

し
て

然
も

他
に
其

' 

供
給
を

受
く
可
き
途
を
有
せ
ざ
る
が
如
き
も
の
に
對
し

て
は

菩
人
は

出
來
得

る
限

6

多
量

の
 

生
產
令
行
ひ
、併

せ
て

其
賣
婦
高
を
減
少

せ

ざ
る

範
圍
內

に
於

て
高
®

!i

販

賣

'す

る

こビ
を

®)
‘ 

し
得

可

し
。
然

も
恭
し
外
人
の
使
用
す
る
菩
が
過
剩
貨
物
に
し
て
彼
等
が
さ
ま

で
不
便
を
感
す
，
 

る

こ
ど
な

く
し
て

他

國
•
民
ょ
；

C
V
:

取

得
し

得

可
き
か

又
は

他

地
方
ょ
み
の

類

似
品
に
依
ぅ
て
典 

販
路
を

減
縮
せ
し
め
得
可
.き
場
合
に
は
吾
人
は
晏
如
ビ
し
で
此
種
商
品
の

販
路
を

央
は
ん
よ 

6

は
寧
ろ
可
’及
的
低
廉
な
る
價
格
に
之
を
肢
寶
す
る
に
努
め
ざ

る
.
可
ら
す
。斯
く
の

如
ぐ
し
て

廉
寶
の

'
結
集
商
人
の
收
，入
は

"
極
小

0

描
度
に
滅
少
す

I

に
拘
ら
す

m
.

家

ほ

賣

却

.高

め

着

加

ド
 

因
ぅ
て
最
大
の
利
得
を
受
く

.る
こ

v
j

3>

る
.
可
し
。之
を
要
す
る

ic

事
情
の
許

.
す
範
_

以
上
に
吾 

&>
1 5

ロ11
1

ょ
り
大
な
る
收
入
を
得
ん
ど
企
圓
す
る
も
終
に
興
效
な
か
る
可
し
。

«

だ
吾
入
の

可
き
は
不
芷
品
の
製
造
、を
避
け
興
聲
價
ど
用
途
を
增
大
し
機
宜
に
從
つ
て
最
大
の
'效
果 

ぐ
る
が
爲
め
に
注
葸
ヾ

」

精
勵
ビ
を
怠
ら
ざ
る
に

p 

が
商
品
ば
之
を
吾
が
國
の
船
舶 

A

て
輸
出
す
る

.

時
は
常
所
に
於
て
有
す
る
該
商
品
の
價
格
以
外
に
.商
人
の
利
_
、保
險
料 

運
®

を
も
併
せ
て
取
得
す
可
き
が
故
に
其
價
値
著
し
く
增
進
す
る
こ
ビ
ビ

.

爲
る
可
し
。而 

贸
易
は
外
人
を
し
て
自
由
に
之
を
行
は
し
め
其
欲
す
る
が
儘
に

s

‘ll
i

;
入
を
行
は
し
む
可 

の
な
れ
ど
も
然
も
幾
笋
の
地
方
に
て
は
糧
韋
及
び
軍
需
品
の
輸
出
は
全
然
之
を
禁

JI
:

す
過 る き し 及 に ^ 努  
ぎ か も て び _ 濟 ひ

或
は
少
な
く
も
典
夥
多
な
る
地
の
人
民
及
び
船
舶
に
由

h

て
の
み
之
を
行
ふ
を
許
す
に 

す
。吾
が
自
然
的
富
の
消
费
を
節
約
す
る
時
は

'

其
國
外
に
輸
出
せ

&

る
可
き
年
額
を
增
加
す
'可 

し
、吾
人
'が
衣
裳
に
赘
を
識
す
，時
は
其
原
料
品
が
悉
く
我
國
產
ょ
ぅ
成
ぅ
五

n

國
に
於
て
製
造
サ 

&
れ
之
に
依

6

 

.

て
贫
民
に
糊
口

'

の
資
を
與
へ
，得
れ
る
場
岔
ヒ
雖
も
苦
し
之
を
外
入
の
使
用
に 

供
诩
す
る
時
は
遙
に
邦
家
に
取
り
て
有
利
な
る
も
の
ビ
爲
る
可
し
。吾
が
沿
岸
の
漁
場
は
吞
人
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六

ニ

が
天
然
の
宫
に
し
て
勞
働
以
外
何
物
を
も
耍
す
る
こ

V
J

な
し
。然
る
に

S

し

之
を

g

却
じ
和

蘭
人
を
し
て
其
利
益
を
恣
な

&

，
し

む

る

は

遺

铖

の

極

な

り

、各

植

^

地
に
於
け
る
魚
撥
も

^

ト> 

な
る
當
を
供
給
し

多
數

の
贫

J3
J

に

職
業
を

與
へ

菩
が
衰
颓
せ
る
商
業
を
挽
囘
す
る
を
得
せ
.し 

む
可
き
資
源
な

-

^

。〗

度
國
內

R

輸
入
せ
ら
れ
て
旋
て
又
海
外
に
輸
出
せ
ら
る
可
き
外
國
貨
物 

の
市
場
又
は
倉

®

^

爲
る
は
菩
が
船
舶

®

業
®
幣
及
び
關
稅
を
堺
加
す
る
所
以
の
道
に
し
て 

伊
太
羽
諸
到
及
び
低
陸
聯
邦
を
し
て
繁
榮
に
避
か
し
め
た
る
主
：因

.

な

-
c
/

而
し
て
英
國
は
，
 

對
し
て

®

も
便
®

の
地
位
に
立
ち
な
が
ら
そ
を
遂
行
す
可
き
動
勉
ど
努
力
ど
を
缺
け
る
な
力
。
 

遠
隔
地
ど
の
通
商
は
避
に

*

う
て
船
舶
及
び
海
員
を
增
加
す
る
の
外
、彼
地
に
輸
送
せ
&
れ
此 

地
に
®

入
せ
ら
る
、
貨
物
は
近
隣
ビ
の
通
商
に
比
し
遙
に
國
家
に
布
利
な
る
も
の
心
る
が
故 

R

之
を
#

f

f

lし
撫
育
せ
ざ
る
可
ら

t

M

印
度
贸
易
は
此
點
に
於
て
國
王
及
び
國
家
に
取
う
最 

も
)̂

利
な
る
も
の
な

b

®

人
は
印
度
人
自
身
ょ
う
も
印
度
產
貨
物
に
依

b

て
得
る
所
大
な
る 

な
6

#

商
丨
！商
ん
^
等
し
く
货
幣
を
輸
出
す
る
は
吾
が
貨
財
を
增
加
す
る
の
效
わ
る
も
の
な 

う
0

外
國
產
の
原
许
を
以
て
製
造
せ
ら
れ
れ
る

H

業
品
R

對
し
て
關
稅
を
免
除
.す
る
は
國
家
の 

得
-5
1

に
し
て
又
别
益
多
し
、即
ち
是
记
由
ケ
て
多
數
の
窮

R

は
糊
口
の
資
を
得
、年
々
國
外
に
兪

出
，せ

&

.

る
可
き
吾
が
；货
物

0

價
\

値
'

は
著
し
<,
'

‘

增
進
し
、愈
々
這
，個

'

外

：國

輿

原

：料
：品

の

_

入

を

促 

し
以
て
陛
卞
の
關
概
收
入
を
垴
木
す
る
に

^

る

可
け
れ
ば
な
り
。

® /

ほ
又
內

11

商ロ
g

に
對
じ
過 

蜇
の
關
稅
を
課
す
る
時
は
外
國
市
場
代
於
け
る
其
價
格
、を
騰
貴
せ
し
め
之
が
販
路
を
杜
絕
せ 

し
む
る
に
至
る
可
き
を
以
て
之
を
避
く
る
の

®

あ
と
而
し
て
■
出
を

目

的

ビ

し

て

國
內
に

*

 

入
せ
&

る
、
外
國
商
品
は
殊
に
之
を
狭
掖
す
る

R

6

ら
ざ
れ
ば
斯
種
の
貨
物
を
目
的
^
す
る 

商
業
は
其
存
立
繁
榮
の
道
な
か
る
可
し
。遮
莫
這
般
外
國
商
品
の
國
內

R

於
け
る
消
費
に
對
し 

て
は
一
層
の
重
稅
を
課
す
る
を

#

可
し
、そ
は
旋
て
國
家
に
取
り
て
は
貿
易
平
衡
上
の
利
益

V
J

 

爲
り
'

國
王
に
取

6

て

は

其
歲
入
の

內

ょ

3

H

に
貨
財
を
貯
藏
せ

し

む

る

こ
ビ

を

得
可

し

^
後 

に
.

技
術
に
侬
り
て
生
活
す
る
人
段
は
天
然
の
果
實
の
所
有
者
ょ

6

も
其
數
に
於
て
大
な
る

ゲ 

故
に
國
王
及
び
國
家
に
取
ぅ
興
强
大
富
有
の
基
礎

^

る
是
等
多
數
.黎
民

0
努
力
を
支
持
す

'

る
. 

が
爲
め

1

層
の
注
意
を
拂
ふ
可
き
な
ぅ
、即
ち
人
民
衆
く
抜
術
優
れ

.

た
る
場
合
に
は

^

ず
交

5

恩 

殷
盛
^

1

て
國
家
は
繁
榮
な

&

ざ
る
を
得
ざ
る
な
ぅ
沄
々
ヾ

」

。

九

.
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を
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す
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い
第
十
！钺
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.

へ'
六四
-

に
依
6

て
制
定
確
保
せ
ら
れ
た
る
由
來
久
し
き
諸
法
規
に
逾
反
す
る
行
爲
な
ぅ
ビ
は
當
時
に 

於
け
る
俗
論
が
笳

^

に
聲
明
す
る
所
に
し
て

'
M
u
n

は
彼
等

K

衆
を
し
て
、通
商
上
®
が
货
幣
を 

輸
出
す
る
は
吾
が
財
貨
を
增
大
す
る
の
一
手
段

R

外
な
ら
ざ
る

•

理

由

を

承

.認

せ

し

む

る

が

爲
 

め
に
は
幾
多
の
繁
固
な
る
論
證
を
：必
要
マ

」

す
る
も

の
-

思
惟
し
た
太
同

®

三
十
四

.|
-

五
卜
»
、
 

苟
も
理
性
を
有
す
る
も
の
な
ら
ば
國
內
に
鑛
坑
を
有
せ
ざ
る
吾
が
英
國
は
外

.

國
賀
易
に
ま 

海
す
る
の
タ
他
に
金
銀
を
取
将
す
る
の
方
法
な
く
、菩
人
が
資
易
に
便
用
し
つ
、
あ
る
貨
幣
は 

輸
入
を
超
過
せ
る

«

出
の
差
额
に
由

$

て
‘取
得
し
得
た
る
も
の
な
る
を
否
定
す
る

こ

ど
培
，は 

ざ
る
可
き
を
以
て
吾
人
は
吾
が
貨
物
に
加
へ
て
正
貨
の
輸
出
を
行
ふ
時
は
如
何
に
從
前
に
比 

し
吾
が
貨

IH
.

を
堪
加
し
得
る
や
を
闡
明
す
る
を
以
て
足
れ
り
ビ
爲
す
、貨
幣
は
貿
易
を
產
み

.

«
 

易

は

貨

幣

を

殖

す

。輸

出

貨

物

に

加

へ

.
て

貨

幣

を

轍

送

す

，る

は

直

'

接

'に 

一
»

之

ょ
6

も

大

な

る

'，
 

現
金
の
高
を
齋
す
所
以
.に
あ
ら
.ざ
る
も
先
づ
吾
國
に
輸
入
せ

&

る

可

き外
：：

國
'貸

物

の

高

を

增

加
す
る

R

由
6

て
吾
が
質
易
を

®

張
し
旋
て
該
貨
物
は
適
當
な
る
時
機

^

於
て
興
び

.

輸
出
せ

'

. 

.
 

.
 

: 

. 

■

.

れ
て
吾
が
金
銀
を
®
加
す
る
に
萊
る
可
き
も
の
な
ち
即
ち
斯

く

.
の
.

如
く
し

.

て
©

ん
は
輸

\

• 

‘
，

/
■
_
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增
加
.

し
1«
«

收
^

を
'

增
.

加
^

る
：«
:

0

歸
刺
：
_

を
〃
有
.す

る
に
拘
ら
す
、是
等
外
國
商
品
に
對
す
る
吾
が
泔
费
额
は
從
前
に
.比
し
て
雍
も
增
加
す
る
所
あ 

ら
ざ
る
を
以
て
罟
が
现
金
を
以
て
輸
入
せ
ら
れ
た
る
如
上
貨
物
の
浒
加
額
は
旣
述
の
如
く

®

 

び

國
外
に

.

輸
出
せ
ら
れ
て
結
局
遙
に
大
な
.る
偾
値
を
取
得
す
る

こ

/
ビ
ビ
爲
る
可

3

1i
«

或
は 

這
個
の
對
惯
は
商
品
を
以
て
交
拂
は
れ
事
實
上
貨
幣
を
敗
变
す
る
こ

S

な
か
る
可
し
ビ

0 
t 

る、あ
ら
ん

h

m

.に
一
言
せ
る
が

.

如
く
外
國
貨
物
め
消
猥
高
は
年
々
壻
加
す
る
こ
ど
な

G

而
‘し 

て
贸
爲
上
に
於
け
る
现
金
の
使
用
に
出

6

て
吾
が
輸
出
高
非
常
な
る
增
加
を
見
た

.C
N

マ
J

す
れ 

«:

總
て
其
差
额
は
貨
幣
、若
し
く
は
®
び
輸
出
せ
ら
れ
て
吾
が
金
銀
を
增
加
す
可
き
一
層
有
效 

な
る
平
段
れ
ら
ざ
る
を

#

ざ
.

，る
貨
物
に

*

A

て
支
拂
は
れ
ざ

*

る
を
得

.

ざ

る

な

り

二

國

の

資

本

：
 

に
於
け
る
は
尙
ほ
'個
人
の
資
產
に
双
け

る

が
如
し
。縱
令
商
品
の
菩

«

を
有
す
る
も
の

S

 

_
も 

其
貨
幣
を
谪
業

^

投
.

じ
之
を
商
品
に
變
ず
る
に

*

ぅ
て
彼
は
其
貨
齡
を
增
加
す
る
を

^

可
く
、
 

斷
ゎ
ず
秩
序
正
し
く
這
般
の
變
換
を
行
ふ
其
間
に
漸
次
其
富
を
增
大
す
る
こ

ビ
ビ
崴
る
可
し
。
 

當
時
の
驂
語
に
謂
へ
る
が
如
く

「

商
品
を
有
す

.

る
も
の
は
年
內
に
貨
胳
を
有
す
可
し

」

、商
品
を
：有 

す
る
も
の
は
貨
幣
の
缺
乏
を
感

t

る
こ
^
な
き
な
人

貨
幣
は

.

商

象

の

生

.命な
6

,

貨
.幣
な
■
く
し
て

商

業
は
.

存
立
：する
こ
マ

」

能

.は

^
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.

謂
ふ

«

#
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第
十

1
挪
.

.

六

：
六

ら
。即

ち

吾
入
は
未
だ
.貨
幣
な
る

も

の
が
殆
と
世
上
代
流
通

.

せ
ざ
，
>

し
贿
に
.於
て
霄
響
交
換

0
.
 

方
法
を
以
て
大
商
業
の
行
は
れ
た
，る
事
實
を
知
れ
ば
な

t

^

是
乎
伊
*
利
典
他
の
國
说
は
貨 

幣
の
缺
乏
を
補
ふ
が
爲
め
に
債
務
證
書
を
授
受
し
且
つ
公
私
の

«

行
を
有
し
て
此
は

E

額
の 

偾
權
は
日
々
唯
だ

1

片
の
手
形
を
以
て
極
め
て
容
易
に
何
等

0

遺
婦
な
く

 

■

や
«
渡
せ
ら
れ 

つ. 
>

 

あ
る
其
間
に
是
等
懷
用
の
基
礎
を
爲
す
金
银
.の
大
部
分
は
商
品
し
て
外
國
貿
易
に
投 

入
せ
&

れ
斯
く
て
日
常

^

小
支
拂
以
外
に
殆
ど
貨
幣
を
使
用
す
る
こ
ヾ

」

な
き
f
 
0
0
れ
ば
各
方 

而
に
於
け
る
販
寶
及
び
消
®.を
誘
致
し
敏
活
に
し
て
且
つ
廣
大
な
る
賀
易
を
行
は
し
む
る
も 

の
は
國
內
に
於
け
る
吾
が
貨
幣
の
保
有
に

.

あ
ら
ず
し
て
國
外
に
於
け
る

®

が
貨
物
の
需
.要
並 

に
外
國
商

.

品
に
：對
す
る
吾
が
要
求
な
ぅ

e
#

て
貧
窮

‘

な

P

し
吾
人
が
今
や
賀
易
に
由

A

て
若
干 

の
貨
幣
を
貯
藏
し
得
て
之
を
永
く
國
內
に
保
有
せ
ん
ど
決
窻
せ

&

 

せ
ば
、是
に

.

因
&

/T

他
國 

民
を
し
て
從
前
に

.

比
し
我
が
貨
物
を
多
量
に
消
費
せ
し
む
る
を
得
可
き

.

か
、斯
ー
く
て
吾
人
は
吾 

が

K
m
l

は
敏
活
廣
大

w

爲
办
た
し
得
可
き
や
。
®、
をは毫も這般の

好

結
：*

:を
' 

生
.す
る 

も
の
に
あ
ら
ず
し
て

'

寧
ろ
時
運
の
轉
換
に
甶
&
典
眞
の
旅
因
作
用
し
て
全
然
罟
人
の
所
期
ど 

.反

對

な

る

結

*

を

酿

生

す

可

し

。

11
|
]ち

1
,

國
內
に
於
け
る
貨
幣
の
夥
多
は
典
國
旌
の
/货
物
を
し

B
M
W
—

S
M
W
W
a
M
a
B
M
a
M
M
g
a
a
a
a

て
高

a

な
ら
し
む

.

る
は
！
^

1

人
も
疑

« 1

ざ
る
事
實
长
し

V
、

之
が
爲
め
或
る

^

人
に

■
取
6

-
 

^

 

^

^

 

收
入
を
塯
加
，す
る

.

の
刹
益
あ
る

^

し

W

戴
も
、

1

般
ft

會
は
該

.

貨
物

©

高

直

な

る

^
®
&

て
之 

が

0

要
及
び
消
費
を
減
殺
せ
ら
れ
費
易
額
の

.

減
少
ど

'

爲
な
延
い
て
多
火
の
：损害
を

.
蒙
る
と

.ビ 

爲
る
可
し

#

人
が
贸
易
に

*

う
.

て
貨
幣
の
蓄
毺
を
得
た
も
場
合
に
は
‘吾人
は

 

'之
を
以
.て資
爲 

を
行
ふ
に

6'

ら
ざ
れ
ば

K

び
之
を
喪
失
す
る
に
茧
る
可
し

ビ

の
言
は
地
主
階
級
に
取
う
て
•之
 

を
了
猂
す
る
こ
ヾ

」

0

M

な
ら
ざ
る
可
き
も
各
邦
皆
俱
に
遵
守
す
可
き
の
眞
諦
な
り
。然
る
に
猶 

.

ほ
說
を
作
す
も
の
わ
う
、日
く
吾
人
^
し
我
が
貨
幣
を
以
て
交
葛
を
行
ふ
時
は
貴
物
の
輸
出
減 

少
す
る
こ

V
J

ビ
爲
る
可
し
ど
、然
れ
ど

も
商
品
の
輸
出
に
由
.う
て
倘
ほ
幾
分
の
刺
瞒
を
豫
期
し 

噚
る
、揚
合
に
之
を
廢
し
て
何
等
利
潤
堦
加
の
見
込
な
き

^

拘
.らす
漫
然
貨
幣
を
輸
送
す
る
も 

の
わ

6

得
可
き
や

'

唯
，だ

a

に
ょ

i

て
は
毫
む
貨
物
を
宴
求
す
る
こ
ど
な
く

.
貨
幣
の
輸
.送を
行 

ふ
に
あ
ら
ざ
れ

ば
乏
に
對
す
る

^

利
な

.
る
贸
易
全
然

#

立
の
道
な
き
も
の
あ

.
る

を

，
如

何

.に

せ
 

ん
。論

者

又

日

く

貨

幣

の

輸

送

を

許

す

邦

家

は

寶

易

の

用

に

供

す

可

き

貨

物

.を
缺
け

，る

，
.も
の
な 

う
®

物

の
貯
藏
多

き
吾

_

は

是
等

の
邦
家
を
以
て
其
範
ど
爲

t

可
き
に
あ

4

-ず
 

'
然
も
菩
人 

に
し
て
若
し
吾
が
海
外
に
於
け
る
必
#
品
を
一
悉
ぐ
取
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を
有
し
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.
V
J

せ
ん
か
、誰
か
質
集
上

(

國

外

に

輸

送

；せ
：
&

れ
把
る
我
が
貨
幣

%

雛
て
耳
大
な
る

' 

刺
_

ど
共
に

»

び
金
銀
の
形
態
に

.

於
て
^

然
我
に
歸
來
す
る
を
疑
ふ
も
の
ぞ
、而
し
て
他
方
に 

於
て
已
が
貨
幣
を
輸
送
す
る
國
民
は
自
國
の

■

商
品
を
有
ず
る

.

こ
ビ
僅
少
な
る

4
0
の
な

P

ビ
ぜ 

ば
何
時
何
人
の
手
に
曲
る

V」

を
問
は
ず
正
貨

•

の
輸
出
を
：自

to

に
許
容
す
る
地
方
に
於
て
吾
人 

が
常
に
見
る
が
如
き
財
貨
の
充
實
は
如
何

-̂

し
て
之
を
獲
取
し
得
た
る
や
。凡
を
人
間
の
行
動 

は
其
結
粜
を
待
つ
て
始
め
て
是
非
の
判
斷

.

を
下
し
得
可
し
。資
易
の
こ

¥

亦
是
に
漏
れ
ず
。軍
に

.
 

事
業
の
端
錯
を
見
て
輕
々
に
皮

*|

の
推
断
を
下
す
も
の
は
終
に
事
の
眞
相
を
誤
る
の
失

|>
$
。
 

彼
の
靡
播
の
時

.

季
に
際
し
苠

#

を
地
に
投
す
る
農

*

の
行
爲
の
み
を
見
る
.も
の
は
彼
を
以
て 

農
夫
に
あ

&

す
し
て
寧
ろ
狂
夫
な
ぅ
ど
思
惟
す
可
し
、然
も
彼
が
势
カ
の
終
局
た
る
收
襁
時
杞 

於
け
る
典
勞
カ
を
考
啬
す
る
時
は
吾
人
は
彼
が
行
爲
の
尊
重
す
可
き
®
滿
な

る

所
産
を
骰
見 

す
る
こ

、 /
J

を

得

可

し一
;ム

々
ヾ
し

*
結
末
の
一
句
は

後
年

A
d
a
m
.
s
m
i
t
h

に
由

i

て
興
著

.W
e
a
l
t
h

 

o
f

 

N
a
d
o
n
s

の
第
四
編
第
一
章
に
引
用
せ
ら
れ
て

未
だ

g

§

の
著
書
を
手
に
し
た

る
こ

ヾ

」

な
き
も 

の
も

0
ほ
克
く
之
を
知

'

る
に
至
れ
り
。

1

章
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中

>
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版
に
頗
る
不
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意
な
る
誤
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办
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«

新
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借

理

論
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_

明

し
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貸

借

：

對
照
表
の
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式
論
に

及
ぶ
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. 
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三

邊

金

藏
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記
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凡
そ
三
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式
わ
り
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